
 ２３ 

平成３０年第４回常陸太田市議会定例会会議録 

 

平成３０年９月３日（月） 

            ─────────────────── 

議 事 日 程（第１号） 

平成３０年９月３日午前１０時開議 

日程第 １ 会期の決定 

日程第 ２ 報告第１０号 平成２９年度決算に基づく健全化判断比率の報告について 

      報告第１１号 平成２９年度決算に基づく資金不足比率の報告について 

日程第 ３ 議案第５３号 常陸太田市再生可能エネルギー発電設備の適正な設置と地域環境の 

             保全に関する条例の制定について 

      議案第５４号 常陸太田市固定資産税の課税免除に関する条例及び常陸太田市企業 

             等立地促進条例の特例を定める条例の制定について 

      議案第５５号 常陸太田市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について 

      議案第５６号 常陸太田市公の施設に係る指定管理者の指定について 

      議案第５７号 常陸太田市公の施設に係る指定管理者の指定について 

      議案第５８号 常陸太田市道路線の廃止について 

      議案第５９号 常陸太田市道路線の変更について 

      議案第６０号 常陸太田市道路線の認定について 

日程第 ４ 議案第６１号 平成２９年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算認定について 

      議案第６２号 平成２９年度常陸太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 

      議案第６３号 平成２９年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

      議案第６４号 平成２９年度常陸太田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 
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             について 
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             いて 

      議案第７５号 平成３０年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１ 

             号）について 

      議案第７６号 平成３０年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計 

             補正予算（第１号）について 

      議案第７７号 平成３０年度常陸太田市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

             について 

            ─────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第 １ 会期の決定 

 日程第 ２ 報告第１０号ないし報告第１１号（一括上程・報告案件説明） 

 日程第 ３ 議案第５３号ないし議案第６０号（一括上程・提案理由説明） 

 日程第 ４ 議案第６１号ないし議案第７０号（一括上程・提案理由説明） 

 日程第 ５ 議案第７１号ないし議案第７７号（一括上程・提案理由説明） 

            ─────────────────── 

出席議員 

    １２番   成 井 小太郎 議 長   １１番   高 星 勝 幸 副議長 

     １番   森 山 一 政 議 員    ２番   小 室 信 隆 議 員 

     ３番   菊 池 勝 美 議 員    ４番   諏 訪 一 則 議 員 

     ５番   藤 田 謙 二 議 員    ６番   深 谷   渉 議 員 

     ７番   平 山 晶 邦 議 員    ８番   益 子 慎 哉 議 員 

     ９番   菊 池 伸 也 議 員   １０番   深 谷 秀 峰 議 員 

    １３番   茅 根   猛 議 員   １４番   川 又 照 雄 議 員 

    １５番   後 藤   守 議 員   １６番   黒 沢 義 久 議 員 

    １７番   髙 木   将 議 員   １８番   宇 野 隆 子 議 員 

            ─────────────────── 

説明のため出席した者 

       大久保 太 一 市    長    宮 田 達 夫 副 市 長 
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       石 川 八千代 教 育 長    加 瀬 智 明 政策推進室理事 

       西 野 千 里 総 務 部 長    綿 引 誠 二 企 画 部 長 

       鈴 木   淳 市民生活部長    岡 部 光 洋 保健福祉部長 

       武 藤 範 幸 農 政 部 長    小 瀧 孝 男 商工観光部長 

       真 中   剛 建 設 部 長    根 本 康 弘 会 計 管 理 者 

       江 尻 伸 彦 上下水道部長    宇 野 智 明 消 防 長 

       生天目   忍 教 育 部 長    弓 野 政 人 農業委員会事務局長 

       柴 田 道 彰 秘 書 課 長    根 本 勝 則 総 務 課 長 

       江 幡   治 監 査 委 員 

            ─────────────────── 

事務局職員出席者 

       笹 川 雅 之 事 務 局 長    鴨志田 智 宏 次長兼議事係長 

       小 林 博 則 総 務 係 長 

            ─────────────────── 

午前１０時開会 

○成井小太郎議長 ご報告いたします。 

 ただいま出席議員は１８名であります。 

 よって，定足数に達しております。 

 これより平成３０年第４回常陸太田市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

            ─────────────────── 

 会議録署名議員の指名 

○成井小太郎議長 会議録署名議員の指名をいたします。 

 会議録署名議員には，会議規則第８８条の規定により 

     ２番   小 室 信 隆 議 員    １１番   高 星 勝 幸 議 員 

の両名を指名いたします。 

            ─────────────────── 

 諸般の報告 

○成井小太郎議長 諸般の報告をいたします。 

 初めに，「地方自治法」第２３３条第５項の規定により，平成２９年度常陸太田市一般会計及

び特別会計決算に係る主要な施策の成果報告書が別紙のとおり提出されておりますのでご報告い

たします。 

 次に，監査委員から，平成３０年８月の例月現金出納検査の結果について，報告書が別紙写し

のとおり提出されておりますので，ご報告いたします。 

 次に，「地方自治法」第１２１条の規定により，提出案件説明のため，次の者を議場に出席す

るよう要求いたしましたので，ご報告いたします。 



 ２６ 

 市    長  大久保 太 一 君    副 市 長  宮 田 達 夫 君 

 教 育 長  石 川 八千代 君    政策推進室理事  加 瀬 智 明 君 

 総 務 部 長  西 野 千 里 君    企 画 部 長  綿 引 誠 二 君 

 市民生活部長  鈴 木   淳 君    保健福祉部長  岡 部 光 洋 君 

 農 政 部 長  武 藤 範 幸 君    商工観光部長  小 瀧 孝 男 君 

 建 設 部 長  真 中   剛 君    会 計 管 理 者  根 本 康 弘 君 

 上下水道部長  江 尻 伸 彦 君    消 防 長  宇 野 智 明 君 

 教 育 部 長  生天目   忍 君    農業委員会事務局長  弓 野 政 人 君 

 秘 書 課 長  柴 田 道 彰 君    総 務 課 長  根 本 勝 則 君 

 監 査 委 員  江 幡   治 君 

 以上，１９名でございます。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

            ─────────────────── 

 市長挨拶 

○成井小太郎議長 この際，市長より招集のご挨拶を願います。市長。 

〔大久保太一市長 登壇〕 

○大久保太一市長 皆様，おはようございます。平成３０年第４回の市議会定例会を招集いたし

ましたところ，議員各位におかれましては，ご多忙中にもかかわらずご出席を賜りまして，まこ

とにありがとうございます。あわせまして日ごろから議員の皆様には，市政の進展と円滑なる運

営のために格別なるご高配を賜っておりまして，深く感謝を申し上げる次第でございます。 

 さて，９月に入りまして国におきましては年末に向けて来年度の予算編成作業が本格化してま

いります。来年度の総務省所管予算の概算要求によりますと，地方交付税総額は景気回復に伴う

各自治体の地方税収の増加を見込んでおりまして，今年度当初予算比0.５％減の１５兆9,０００

億円と見積もられております。 

 また，内閣府の地方創生関連予算の概算要求では，地方創生推進交付金の増額によりまして，

今年度当初予算比１7.３％増の1,２２８億円を要求しているところでございます。本市におきま

しては，総合計画，前期基本計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略を着実に推進するため有利

な財源を積極的に活用してまいりますとともに，来年１０月からの消費税増税による市財政への

影響などにつきましても，今後の国や県の予算編成の動向に注視し，情報収集に努めてまいりま

す。 

 ここで，６月の第２回市議会定例会以降の主な出来事などにつきましてご報告をさせていただ

きます。５月に山吹運動公園親水広場にオープンしました，子育て支援施設「じょうづるはうす」

ですが，連日多くの親子でにぎわっておりまして，８月１８日には利用者数が１万人を突破した

ところでございます。これまでの１日平均の利用者数は９５人でございまして，多い日は２００

人以上のご利用をいただいているところでございます。本定例会におきまして，本施設の指定管

理制度への移行に伴う議案を提出しておりますが，引き続き利用者のご意見をいただきながら，
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子育て世代に親しみやすい施設となるよう努めてまいりたいと考えております。 

 次に，夏祭りやイベントについてでございます。この夏，太田祭りを初め市内２４の地域，町

会におきまして開催されました夏祭りイベントに参加してまいりましたが，地域コミュニティの

希薄化が心配される中，多くの方々でにぎわっておりまして，さらに地域の交流，きずなが深め

られることを願っているところでございます。 

 また，８月８日から４泊５日の日程で，第１１回久慈の杜１００キロ徒歩の旅が実施をされま

した。今年は台風の影響によりまして半日歩くことはできませんでしたが，これまでで最多の９

３名の小学生の皆さんが完歩されました。将来を担う子どもたちの生きる力を養い，心の成長に

大きな役割を果たすものと期待をしているところでございます。 

 次に，小里財産区議会からの財産移管の要望書についてでございます。本件につきまして，先

月の全員協議会におきまして内容のご説明をさせていただきましたが，市といたしましては，財

産区が所有する財産を引き受けまして市有財産として管理をしていく旨，小里財産区議会に回答

したところでございます。今後は，来年３月をめどに財産が移管できますように事務手続を進め

てまいります。 

 次に，小中学校普通教室へのエアコン設置についてでございます。ご案内のとおり，文部科学

省におきましては学校環境衛生基準のこれまでの望ましい室温として，１０度以上３０度以下を

今回見直し，１７度以上２８度以下としたところでありまして，改善が求められております。ま

た，先般，本市議会文教民生委員会より，エアコンの早期設置に係る要望書をお受けしたところ

でございます。エアコンの設置につきましては，導入方式や今後の学級数の推移等を勘案しまし

て，設置に向けて早期に検討してまいりたいと考えております。 

 続きまして，本市の平成２９年度普通会計決算の概要につきましてご報告させていただきます。

平成２９年度決算は実質収支が昨年度を下回りましたことから，単年度収支は２億8,１００万円

の赤字，実質単年度収支も財政調整基金から８億7,８００万円を取り崩しましたことなどから，

７億1,４００万円の赤字となりました。計上収支比率は，地方交付税の減や，臨時財政対策債の

借入抑制などによりまして計上一般財源等が減額となりましたことから，前年度比６ポイント減

の９4.９％となりました。積立金及び市債の実質現在高は，財政調整基金の取り崩しや臨時財政

対策債の借入抑制などによりまして，積立金残高が前年度比１億3,５００万円減の１７８億4,７

００万円，市債残高が前年度比８億1,７００万円減の１８９億4,２００万円となっております。

健全化判断比率等につきましては後ほど報告においてご説明いたしますが，公債費，市債現在高

が減額となりましたことから，引き続き将来負担比率は発生していないなど各比率とも良好な状

況と考えております。 

 続きまして，今回提案いたします一般会計補正予算の主なものでございますが，人事異動等に

伴う人件費の補正のほか，「地方財政法」に基づく歳計剰余金の積み立て，山吹運動公園の親水

広場休憩所並びに西山研修所の指定管理移行に伴う委託費，すいふ認定こども園整備に係る外構

工事費，イノシシの被害対策に対する補助金，インバウンド受け入れ拡大に係る委託費，国体開

催に向けた山吹運動公園駐車場の整備費などの経費を追加いたしたところでございます。 
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 続きまして，本定例会に提案させていただきます案件でございますが，平成２９年度決算に基

づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告が各１件，条例の制定が２件，条例の改正が１件，

公の施設に係る指定管理者の指定が２件，市道路線の廃止，変更並びに認定が各１件，平成２９

年度歳入歳出決算認定が１０件，平成３０年度補正予算が７件，合わせまして２７件でございま

す。 

 なお，会期中に人事案件１件を追加提案する予定でございますので，よろしくお願いをいたし

ます。 

 各議案の提案理由につきましては，議題となりましたときに副市長及び担当部長からそれぞれ

ご説明をさせていただきます。各議案とも慎重にご審議をいただきまして，原案のとおり可決認

定，同意を賜りますようお願いを申し上げまして招集の挨拶とさせていただきます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

            ─────────────────── 

○成井小太郎議長 本日の議事日程は，お手元に配付しました議事日程表のとおりといたします。 

            ─────────────────── 

 日程第１ 会期の決定 

○成井小太郎議長 日程第１，会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は，お手元に配付いたしました会期予定表のとおり，本日から９月１９日ま

で１７日間といたしたいと思いますが，これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○成井小太郎議長 ご異議なしと認めます。 

 よって，会期は本日から９月１９日まで１７日間と決定いたしました。 

            ─────────────────── 

 日程第２ 報告第１０号ないし報告第１１号 

○成井小太郎議長 次，日程第２，報告第１０号平成２９年度決算に基づく健全化判断比率の報

告について，報告第１１号平成２９年度決算に基づく資金不足比率の報告について，以上２件を

一括議題といたします。 

 報告案件の説明を求めます。副市長。 

〔宮田達夫副市長 登壇〕 

○宮田達夫副市長 提案者にかわりまして，ご説明申し上げます。 

 議案書の１ページをお開き願います。報告第１０号は，平成２９年度決算に基づく健全化判断

比率の報告についてでございます。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第３条第１項

の規定により，平成２９年度決算に基づき算定した健全化判断比率を，監査委員の意見を付けて

報告するものでございます。 

 ２ページをお開き願います。まず，１の実質赤字比率でございますが，一般会計における実質

赤字額の標準財政規模に対する比率でございます。平成２９年度の一般会計における実質収支は，
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黒字で決算しておりますので比率は発生しておりません。 

 次に，２の連結実質赤字比率でございますが，一般会計に加え公営企業会計など全ての会計に

おける実質収支の赤字額，または資金不足額の標準財政規模に対する比率でございます。この比

率につきましても，全ての会計において黒字で決算しておりますので比率は発生しておりません。 

 続きまして，３の実質公債費比率でございますが，公営企業会計などにおける地方債の返済額

のうち，一般会計が負担すべき返済額を含めた全ての一般会計が負担する地方債の返済額の標準

財政規模に対する比率でございます。比率につきましては3.５％となっており，市の財政運営に

国の関与を受けることとなります早期健全化基準の２５％を大きく下回っております。 

 最後に４の将来負担比率でございますが，一般会計が，将来負担することとなる地方債の返済

額などの標準財政規模に対する比率でございます。比率につきましては，基金などの充当可能な

財源の合計額が将来負担することになる地方債の返済額などを上回っておりますことから，比率

は発生しておりません。 

 ３ページから６ページに監査委員の意見書を付してございます。また，別途参考資料といたし

まして，健全化判断比率の算出シートを提出させていただきましたので，あわせまして後ほどご

覧置き願います。報告第１０号は以上でございます。 

 続きまして，議案書の７ページをお開き願います。報告第１１号は，平成２９年度決算に基づ

く資金不足比率の報告についてでございます。「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」第

２２条第１項の規定により，平成２９年度決算に基づき算定した資金不足比率を監査委員の意見

を付けて報告するものでございます。 

 ８ページをお開き願います。資金不足比率でございますが，各公営企業ごとの資金不足額が，

料金収入などの事業規模に対して，どの程度になっているかをあらわす比率でございます。資金

不足額は，一般会計における実質赤字額に相当するものでございますが，記載の全ての公営企業

会計において資金不足がありませんので比率は発生しておりません。 

 ９ページから１０ページにかけまして，監査委員の意見書を付してございます。後ほどご覧置

き願います。 

 報告案件の説明は以上でございます。ご審議のほど，よろしくお願い申し上げます。 

○成井小太郎議長 説明は終わりました。 

            ─────────────────── 

 日程第３ 議案第５３号ないし議案第６０号 

○成井小太郎議長 次，日程第３，議案第５３号常陸太田市再生可能エネルギー発電設備の適正

な設置と地域環境の保全に関する条例の制定について，議案第５４号常陸太田市固定資産税の課

税免除に関する条例及び常陸太田市企業等立地促進条例の特例を定める条例の制定について，議

案第５５号常陸太田市医療福祉費支給に関する条例の一部改正について，議案第５６号常陸太田

市公の施設に係る指定管理者の指定について，議案第５７号常陸太田市公の施設に係る指定管理

者の指定について，議案第５８号常陸太田市道路線の廃止について，議案第５９号常陸太田市道

路線の変更について，議案第６０号常陸太田市道路線の認定について，以上８件を一括議題とい



 ３０ 

たします。 

 提案理由の説明を求めます。副市長。 

〔宮田達夫副市長 登壇〕 

○宮田達夫副市長 提案者にかわりまして，ご説明申し上げます。 

 議案書の１１ページをお開き願います。議案第５３号は常陸太田市再生可能エネルギー発電設

備の適正な設置と地域環境の保全に関する条例の制定についてでございます。提案理由でござい

ますが，再生可能エネルギー発電設備の適正な設置と維持管理を促すことにより，本市の恵まれ

た自然環境の保全を図るとともに，良好な居住環境を維持するため本条例を制定するものでござ

います。本条例は新規条例でございますので，内容につきましては，恐れ入りますが，本日お配

りしたＡ３横長の平成３０年第４回市議会定例会議案第５３号資料，常陸太田市再生可能エネル

ギー発電設備の適正な設置と地域環境の保全に関する条例の概要についてにてご説明申し上げま

す。 

 まず，１の条例制定の理由，背景でございますが，①の再生可能エネルギー発電設備の導入状

況の表をご覧願います。平成２４年に始まりました，固定価格買い取り制度以降太陽光発電を中

心とした再生可能エネルギー発電設備の導入件数，導入容量は全国的に増加し，経済産業省の資

料によりますと，茨城県は広大な平坦地や充実した送電網を有するなどの地域特性もあり，再生

可能エネルギーの導入件数は全国７位，導入容量につきましては累積約２５０万キロワットで全

国１位となっております。本市におきましては，導入件数累積約1,０００件，導入容量は累積約

３万キロワットとなっております。 

 続きまして，②の再生可能エネルギー発電設備設置に関する本市の状況をごらん願います。ア

は発電設備設置に伴う課題でございますが，他の自治体同様，本市におきましても発電設備設置

に伴う景観の阻害や，関係法令違反による生活環境への影響などが懸念されております。小規模

な施設の把握が困難になっておりますほか，ゴルフ場跡地への大規模な発電設備の設置計画等も

ございます。また，イでございますが，県内他自治体におきましては，既に笠間市など８自治体

が条例を制定しており，再生可能エネルギー発電設備の適正化に向けた動きが出始めております。

黒の囲みでございますが，これらの状況を踏まえまして，本市におきましても独自条例を制定す

ることにより，秩序ある発電設備の設置を促すものでございます。 

 ２は，条例の概要でございます。第１条は目的でございますが，提案理由と同様でございます。 

 第２条は定義，第３条は適用区分でございます。本条例の対象となる設備は太陽光発電設備が，

出力１０キロワット以上，風力発電設備は出力２０キロワット以上，バイオマス発電設備は出力

１０キロワット以上で，用途は全て事業用のものでございます。 

 第４条から第６条までは，市，市民，事業者の果たすべき責務について明示しております。右

側をごらん願います。 

 第７条は，抑制区域でございます。恐れ入りますが，次ページ右側の参考，市規則第３条の別

表１をご覧願います。抑制区域といたしまして，上段の茨城県立自然公園特別地域から下段の茨

城県指定有形文化財ほかまで設置事業を行わないよう事業者に協力を求めることができる旨を定
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めるものでございます。 

 恐れ入りますが，前ページにお戻り願います。第８条は，配慮事項でございます。発電事業を

実施する上で影響があると想定される事項について，事業者に対し配慮を求めるものでございま

す。破線部分でございますが，①圧迫感，騒音，熱，反射等に配慮した対策，②切土や盛土等に

伴う土砂流出の防止措置，③雨水排水の流出防止対策と生活環境に影響があると想定される事柄

について配慮を求めることを規則において定めております。 

 第９条は事業の制限，第１０条は事前協議でございます。一定規模以上の事業者に，市規則で

定める事業計画事前協議書に添付図書を添えて，市長との事前協議を義務づけてございます。 

 第１１条は，合意形成でございます。地元関係者に対する説明会の開催などの事業者の努力義

務について規定しております。 

 第１２条は，設置事業の許可でございます。第３条で適用される区分のうち，①太陽光発電設

備については，ア，出力５０キロワット以上のもの。イ，面積５００平方メートル以上のもの。

ウ，地上高４メートル以上のものについて，②風力発電設備，③バイオマス発電設備，④抑制区

域に発電設備を設置する場合につきましては，その規模にかかわらず許可制をとるもので，許可

申請の手続について規定をいたしました。 

 第１３条は，設置事業の着手，中断，再開，廃止または完了届の規定でございます。次ページ

をご覧願います。第１４条は，事前協議の対象外となる設置事業に係る届出の規定でございます。

太陽光発電設備について，第１２条で定める規模以下の，ご覧の１０キロワット以上５０キロワ

ット未満等の施設について届け出を義務化したものでございます。 

 第１５条は，現地確認の規定でございます。対象となる全ての発電設備において設置事業の完

了の届け出があった場合，現地確認を行うことを定めております。 

 第１６条は，発電事業を開始した際の届け出についての規定でございます。発電事業開始後の

稼働状況について，定期的な報告義務についてもあわせて規定してございます。 

 第１７条から第２０条は，発電設備の維持管理等の事項で事業者の住所，氏名，電話番号等を

記した標識の設置や関係者以外の者が容易に立ち入ることができないようなフェンス等の設置な

ど，発電設備の適切な維持管理について義務づけたものでございます。 

 第２１条は，事業終了後の適正処分等で，発電事業終了後の届け出や報告，さらには発電設備

の適正な処分等について，また，撤去や処分を行うための必要な資金の確保についての努力義務

についても，あわせて規定するものでございます。 

 第２２条は，立ち入り調査，第２３条は，助言等で第１条の目的達成のための助言または指導

に関する規定や，一定の要件に該当する場合の勧告についてでございます。 

 第２４条は公表，第２５条は国または県への報告で，正当な理由なく勧告に従わなかった場合

の氏名，住所，勧告内容の公表，国または県への報告などの罰則規定でございます。 

 第２６条は手数料で，発電規模に応じた許可申請手数料の納付について規定いたしました。 

 恐れ入りますが，議案書にお戻り願います。２０ページでございます。別表は，第２６条に関

する許可申請手数料の額でございます。太陽光発電設備の，１，許可，申請につきましては，発
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電規模に応じて１万3,０００円から４万円，２，変更許可申請については6,０００円から２万円

7,０００円，風力発電，バイオマス発電に関しましては記載のとおりでございます。 

 左側１９ページをご覧願います。中段の附則第１号でございますが，本条例は平成３１年１月

１日から施行するものでございます。この条例は，許可申請手数料を徴収いたしますことから，

周知期間として３カ月を確保いたしました。附則第２号は，経過措置についての規定でございま

す。現に設置事業に着手している場合は，第２２条立ち入り調査等，第２３条助言等，第２４条

公表，第２５条国または県への報告を除き条例の適用はしないものとしております。ただし，こ

の条例を遵守するよう協力を求めることができるといたしました。 

 ２１ページから５２ページまで，参考といたしまして施行規則を添付してございますので，後

ほどご覧置き願います。 

 議案第５３号は以上でございます。 

 続きまして，議案書の５３ページをお開き願います。議案第５４号は，常陸太田市固定資産税

の課税免除に関する条例，及び常陸太田市企業等立地促進条例の特例を定める条例の制定につい

てでございます。提案理由でございますが，本条例は，常陸太田市東部土地区画整理事業計画地

に立地予定の企業に対する特例措置を定めることにより，早期の企業誘致を促進し本市産業の振

興及び雇用の拡大を図ることを目的に制定するものでございます。内容につきましては，現行の

条例と今回の特例を定める条例の相違点について，別紙資料にて説明申し上げます。 

 本日お配りしてあります，Ａ４縦長の平成３０年第４回市議会定例会議案第５４号資料，常陸

太田市東部土地区画整理事業計画地への企業誘致のための優遇制度についてをご覧願います。ま

ず，目的でございますが，提案理由と同様でございます。 

 ２の適用地域でございますが，常陸太田市東部土地区画整理事業計画地に限定するものでござ

います。 

 ３の常陸太田市固定資産税の課税免除に関する条例の特例でございますが，これまでの課税免

除条例では，事業の用に供する固定資産を取得した企業を対象として課税免除期間が３年間であ

ったものを，今回の特例では課税免除の期間を５年間に拡大するものでございます。 

 ４の常陸太田市企業等立地促進条例の特例につきましては，奨励措置を受けるための要件の特

例といたしまして，まず，投資要件でございますが現行は１億円を超えるものとしてございます

が，今回の特例措置で5,０００万円を超えるものに緩和するものでございます。 

 次に立地奨励金でございますが，欄外の星印の２をごらん願います。立地奨励金は課税免除の

対象外となった固定資産税及び都市計画税相当額を交付するものでございますが，この適用期間

を現行の３年間から５年間に延長するものでございます。 

 次に，雇用奨励金でございますが，欄外の星印の３をごらん願います。雇用奨励金は正規雇用

者１人当たり年額１０万円を交付するものでございますが，この期間を現行の３年間から５年間

に延長するものでございます。 

 ５の施行期日でございますが，この条例は公布の日から施行するものとし，６の期限として，

早期の起業進出を促すため平成３６年度までに操業を開始した企業に適用し，平成３７年３月３
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１日をもって失効する規定を設けております。 

 議案第５４号は以上でございますが，２枚目の議案第５４号参考資料をご覧願います。東部土

地区画整理事業計画地への企業誘致を強力に推進するため，今回の特例を定める特例のほか要綱

を定め新たな優遇制度により企業の誘致を促進してまいります。 

 ①は常陸太田市指定業種立地促進奨励金として，指定業種の例にあります本市に望まれる衣料

品店や飲食店，大型家具店，書店その他市長が必要と認める業種の企業が進出する場合，その店

舗面積に応じて年間５００万円を上限として，最大１０年間にわたり5,０００万円を限度として

奨励金を用意し，企業の進出意欲を高め，市民の買い物環境の利便性向上を図ってまいります。 

 ②は常陸太田市立地企業等水道料金補助金でございます。企業等の水道料金の５０％を５年間

補助することにより，企業等がより進出しやすい環境を作ってまいります。 

 ③は常陸太田市立地希望企業紹介制度でございます。企業の立地につながる情報をいち早く収

集するため，情報提供者への助成制度として，立地が確定した場合に土地購入額の３％，上限額

を法人３００万円，個人１００万円，リースの場合は土地リース料金１カ月分，上限額を法人１

００万円，個人５０万円を交付する制度でございます。条例以外のこれらの優遇制度により，東

部土地区画整理事業計画地への企業立地を強力に進めてまいります。 

 恐れ入りますが，議案書にお戻り願います。５６ページをお開き願います。議案第５５号は常

陸太田市医療福祉費支給に関する条例の一部改正についてでございます。提案理由でございます

が，「高齢者の医療の確保に関する法律」及び茨城県における小児医療福祉助成制度の改正に伴

い，本条例の一部を改正するものでございます。 

 詳細につきましては，別添資料にてご説明申し上げます。恐れ入りますが，本日配付いたしま

した平成３０年第４回市議会定例会議案第５５号資料，常陸太田市医療福祉費支給に関する条例

の一部改正の概要についてをご覧願います。本条例の改正点は，大きく３点でございます。 

 ①は住所地特例者を本条例の対象者として新たに追加するものでございます。「高齢者の医療

の確保に関する法律」が改正され，同法第５５条の２により，国民健康保険の住所地特例を受け

ている方，すなわち施設等に入所するため他県へ住所を移した方が，７５歳を迎え後期高齢者医

療に加入する場合，国民健康保険と同様に全住所地の広域連合の被保険者となることにより，対

象者として追加するものでございます。 

 次に②として，保険医療機関等以外のその他のものの明文化でございます。「国民健康保険法」，

「高齢者の医療の確保に関する法律」，「健康保険法」，これらの社会保険各法により，保険医

療機関等以外のその他のものと解釈されている，あんま，マッサージもしくは指圧，針または灸

につきまして，明文化をするものでございます。 

 ③は文言の整理を行うものでございますので，説明は省略させていただきます。 

 恐れ入りますが，議案書にお戻り願います。５８ページをお開き願います。附則でございます

が，この条例は公布の日から施行するものでございます。また，経過措置でございますが，この

条例の施行日前における診療に係る医療福祉費の支給につきましては，従前の例によるものとい

たします。 
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 議案第５５号は以上でございます。 

 続きまして，議案書の６４ページをお開き願います。議案第５６号，及び次ページの議案第５

７号は，常陸太田市公の施設に係る指定管理者の指定についてでございます。両議案の提案理由

でございますが，「地方自治法」第２４４条の２，第６項の規定に基づき指定管理者を指定する

ため議会の議決をお願いするものでございます。内容につきましては，恐れ入りますがお配りい

たしました，Ａ３横長の平成３０年第４回市議会定例会，議案第５６号，第５７号資料，公の施

設に係る指定管理者の指定についてにより，一括してご説明申し上げます。 

 今回の指定管理者の指定につきましては，２つの公の施設につきまして２社の指定を行うもの

でございます。 

 まず，事業者公募の状況でございますが，議案第５６号の施設，常陸太田市子育て支援施設山

吹運動公園親水広場につきましては，７月２７日から８月１６日まで事業者の公募を行いました

結果，一団体の応募がございました。 

 議案第５７号の施設，常陸太田市西山研修所につきましては，７月１３日から８月３日まで事

業者の公募を行いました結果，３団体からの応募がございました。応募のありました内容につき

まして，８月２１日及び２３日に指定管理者選定委員会を開催し，指定管理予定者を選定したと

ころでございます。 

 続きまして，指定管理予定者の概要等でございます。議案第５６号の指定管理予定者は，特定

非営利活動法人結でございます。指定期間につきましては，維持，管理及び事業を行う施設では

５年間としておりますが，指定管理を初めて導入する施設では運営状況を見るため３年間として

おり，今回は平成３０年１０月１日から平成３３年３月３１日までの２年６カ月といたしました。

主な実績といたしましては，自主事業として絵本であそぼ，市主催事業として子育て応援都市ト

ークカフェ，子子育メッセなどがございます。選定の理由でございますが，指定管理選定委員会

における評価，採点の総合点数及び当該団体の管理実績に基づくノウハウの活用という点ですぐ

れておりました上，子育て支援団体や大学との連携を図り，子育て支援の充実を図ることにより

施設の利用促進が期待できることによるものでございます。過去３年間の財政状況でございます

が，平成２８年度，平成２９年度は赤字決算となっておりますももの，平成３０年度においては

寄附金収入等により財政状況が改善される見込みでございます。 

 続きまして，議案第５７号の指定管理予定者は，特定非営利活動法人日本スポーツ振興協会で

ございます。指定期間は維持，管理，及び事業を行う施設では５年間としておりますが，今回は

平成３０年１２月１日から平成３５年３月３１日までの４年４カ月としてございます。指定管理

の開始時期につきましては，現在は直営により運営をしております状況でございますので，施設

の設置目的，事業の取り組み等を指定管理者に十分理解させ，雇用の確保と業務を確実に引き継

ぐための準備期間に配慮し，１２月１日としたところでございます。 

 主な実績といたしましては，県西生涯学習センター，古河スポーツ交流センター，さしま健康

交流センター，東町運動公園等の指定管理者として施設の管理運営を行っております。選定の理

由でございますが，当該団体の実績に基づくノウハウを活用して施設の設置目的を果たすととも



 ３５ 

に，青少年の健全育成のための各種研修等の充実を図り，施設の利用の促進と交流人口の拡大を

図ることが期待できることから選定するものでございます。 

 過去３年間の財政状況でございますが，年度ごとに収入減となっておりますが，こちらにつき

ましては，国体開催に伴う管理施設の建てかえ工事等による指定管理の中断によるものでござい

ます。 

 議案第５６号及び第５７号は以上でございます。 

 恐れ入りますが，議案書にお戻り願います。６６ページをお開き願います。議案第５８号は，

常陸太田市道路線の廃止についてでございます。現在認定しております市道において，形式上認

定基準を満たしてはいるものの，道路としての利用や現況がない路線を廃止するため，「道路法」

第１０条第３項の規定により議会の議決をお願いするものでございます。 

 ６７ページをお開き願います。今回提案をさせていただきました市道金１Ｂ４３号線から，６

９ページの里８２１１２号線の２９路線につきましては，幅員が1.５メートル以上あり，認定基

準の原則には該当いたしておりますが，各路線について詳細な現地調査を実施しましたところ，

比較的延長が短く，その利用現況につきましても山林の入り口や農地の通行のための作業道路的

な利用状況で，一般の交通の用に供していない道路であり，沿道に家屋も存在していないことな

どから，市道路線としての廃止を行うものでございます。なお，今回廃止する路線につきまして

は，法定外道路として引き続き市が管理を行ってまいります。今回行いました道路利用の調査に

つきましては，主に金砂郷エリアの郡戸地区について市の直営作業で行いましたが，統一的な調

査とするため来年度におきましては，市内全域を対象とします調査委託を予定しております。 

 ７０ページから８３ページにつきましては，廃止する市道路線の位置図と廃止図を添付してご

ざいますので，後ほどご覧置き願います。 

 議案第５８号は以上でございます。 

 続きまして，議案書の８４ページをお開き願います。議案第５９号は常陸太田市道路線の変更

についてでございます。道路現況の見直し等に伴い，市道路線を変更するため，「道路法」第１

０条第３項の規定により，議会の議決をお願いするものでございます。 

 ８５ページをお開き願います。市道５０８４５線及び市道６１００５線につきましては，認定

する道路の一部区間が農地，山林の中の道路となっており，一般の交通の用に供しておりません

ことから，当該区間の一部廃止をするため，市道路線を変更するものでございます。 

 ８６ページから８８ページまでにつきましては，変更いたします市道路線の位置図及び変更図

を添付してございますので，後ほどご覧置き願います。 

 議案第５９号は以上でございます。 

 続きまして，議案書の８９ページをお開き願います。議案第６０号は常陸太田市道路線の認定

についてでございます。国道の市道移管に伴う市道の認定について，「道路法」第８条第２項の

規定により，議会の議決をお願いするものでございます。 

 ９０ページをお開き願います。市道０１４０号線及び市道０１４１号線につきましては，国道

３４９号バイパスの４車線化整備事業に伴いまして，下河合町から馬場町までの現国道３４９号



 ３６ 

の一部区間とあわせまして終点の変更が必要となる，磯部町の県道下土木内常陸太田線の一部区

間につきまして，今後の市道移管を受けるために新たに認定を行うものでございます。 

 なお，この２路線につきましては，今後も茨城県と管理移管に向けた協議と現地確認及び移管

道路の整備を行った後に市へ移管される予定となっております。 

 ９１ページから９２ページにかけまして，認定します市道路線の認定位置図及び認定図を添付

してございますので，後ほどご覧置き願います。 

 提出議案に係る説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○成井小太郎議長 説明は終わりました。 

            ─────────────────── 

 日程第４ 議案第６１号ないし議案第７０号 

○成井小太郎議長 次，日程第４，議案第６１号平成２９年度常陸太田市一般会計歳入歳出決算

認定について，議案第６２号平成２９年度常陸太田市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて，議案第６３号平成２９年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につい

て，議案第６４号平成２９年度常陸太田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について，議案第

６５号平成２９年度常陸太田市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について，議案第６６号平

成２９年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について，議案第６７号平成

２９年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計歳入歳出決算認定について，議案

第６８号平成２９年度常陸太田市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について，議案第６９

号平成２９年度常陸太田市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について，議案第７０号平

成２９年度常陸太田市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について，以上１０件を

一括議題といたします。提案理由の説明を求めます。会計管理者。 

〔根本康弘会計管理者 登壇〕 

○根本康弘会計管理者 議案第６１号から議案第６８号の平成２９年度常陸太田市一般会計並び

に特別会計の歳入歳出決算につきまして，提案者にかわりご説明申し上げます。 

 決算書１ページをお開き願います。議案第６１号から議案第６８号，平成２９年度常陸太田市

一般会計並びに特別会計歳入歳出決算認定について，「地方自治法」第２３３条第３項の規定に

より，平成２９年度常陸太田市一般会計並びに特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を添えて

議会の認定に付する。平成３０年９月３日提出市長名でございます。 

 ４ページ右側をお開き願います。初めに，議案第６１号平成２９年度常陸太田市一般会計歳入

歳出決算について，ご説明申し上げます。 

 ５ページをお開き願います。歳入決算額は２４２億1,２３９万7,７９３円で，予算額に対しま

す収入率は９9.６％でございます。歳出決算額は２３４億4,９１６万9,３１２円で，予算額に対

します執行率は９6.５％でございます。歳入歳出差引残額は７億6,３２２万8,４８１円。内訳を

申し上げますと，６億２９１万5,１６４円が翌年度への繰越額，１億6,０３１万3,３１７円が繰

越明許費の一般財源分でございます。 

 説明欄をごらんください。歳入ですが，歳入予算額は２４３億７５８万9,０００円，調定額は
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２４４億3,８４１万6,０１１円，予算額に対します調定率は１０0.５％でございます。収入済み

歳入額は，歳入決算額と同額でございます。不納欠損額の1,１９８万4,０１８円は「地方税法」

等の規定に基づき，該当する市税等滞納分を欠損処分した金額でございます。また，収入未済歳

入額２億1,４０３万4,２００円の主なものは，市税，市営住宅使用料等の未納分でございます。 

 次に歳出でございますが，歳出予算額は歳入予算額と同額，支出済み歳出額は，歳出決算額と

同額でございます。繰越明許費は４億1,４１０万３１７円でございます。これは，総務費，土木

費，教育費の９業に係る繰越事業費でございます。不用額は４億4,４３１万9,３７１円でござい

ます。主に，総務費，民生費，衛生費，土木費，教育費等でございます。 

 ただいまご説明いたしました内容の款項別明細が６ページから１５ページに，また，「地方自

治法施行令」第１６６条第２項に基づきます，説明資料としての事項別明細書が６６ページから

２９７ページに，実質収支に関する調書が２９８ページに，財産に関する調書が４３２ページか

ら４３８ページに記載されておりますので，それぞれご覧いただきたいと存じます。 

 なお，これからご説明申し上げます，各特別会計決算書説明欄の収入済み歳入額，歳出予算額，

支出済み歳出額につきましては，一般会計と同様の説明となりますので，省略をさせていただき

ます。 

 １６ページ右側をお開き願います。続きまして，議案第６２号平成２９年度常陸太田市国民健

康保険特別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。 

 １７ページをお開き願います。歳入決算額は７２億９６３万6,３５５円で，予算額に対します

収入率は１０4.５％でございます。また，歳出決算額は６７億1,６５２万7,２６６円でございま

す。予算額に対します執行率は９7.４％でございます。歳入歳出差引残額は４億9,３１０万9,０

８９円で，翌年度への繰越額でございます。 

 説明欄をご覧ください。歳入でございますが，歳入予算額は６８億9,８６８万4,０００円。調

定額は７３億9,４５１万1,７８２円で，予算額に対します調定率は１０7.２％でございます。不

納欠損額は2,３７６万8,３６８円で，「地方税法」の規定に基づき該当する保険税滞納分を欠損

処分したものでございます。収入未済歳入額は１億6,１１０万7,０５９円で，主に保険税の未納

分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は１億8,２１５万6,７３４円で，主に保険給付費，高額療養費及

び予備費等でございます。なお，款項別明細が１８ページから２３ページに，事項別明細書が３

００ページから３３５ページに，実質収支に関する調書が３３６ページに記載されておりますの

で，ご覧いただきたいと存じます。 

 ２４ページ右側をお開き願います。次に，議案第６３号平成２９年度常陸太田市後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。 

 ２５ページをお開き願います。歳入決算額は６億6,６５４万3,５５５円で，予算額に対します

収入率は９8.９％でございます。また，歳出決算額は６億6,４４１万1,０４２円で，予算額に対

します執行率は９8.６％でございます。歳入歳出差引残額２１３万2,５１３円は，翌年度への繰

越額でございます。 
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 説明欄をご覧ください。歳入でございますが，歳入予算額は６億7,３６２万2,０００円，調定

額は６億6,８１６万1,０９９円で，予算額に対します調定率は９9.２％でございます。不納欠損

額６万５００円は「高齢者の医療の確保に関する法律」の規定に基づき，該当する保険料滞納分

を欠損処分したものでございます。収入未済歳入額１５５万7,０４４円は保険料の未納分でござ

います。 

 歳出でございますが，不用額は９２１万９５８円で，主に後期高齢者医療広域連合納付金予備

費等のものでございます。なお，款項別明細が２６ページから２９ページに，事項別明細書が３

３８ページから３４５ページに，実質収支に関する調書が３４６ページに記載されておりますの

で，ご覧いただきたいと存じます。 

 ３０ページ右側をお開き願います。次に，議案第６４号平成２９年度常陸太田市介護保険特別

会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。 

 ３１ページをお開き願います。歳入決算額は５６億9,８９４万6,１９８円で，予算額に対しま

す収入率は９8.６％でございます。歳出決算額は５６億7,７９３万1,８２９円で，予算額に対し

ます執行率は９8.２％でございます。歳入歳出差引残額2,１０１万4,３６９円は翌年度への繰越

額でございます。 

 説明欄をご覧ください。歳入でございますが，歳入予算額は５７億8,０９１万円，調定額は５

７億1,４０２万9,６６５円で，予算額に対します調定率は９8.８％でございます。不納欠損額３

３１万6,６２２円は「介護保険法」の規定に基づき，該当する保険料を欠損処分したものでござ

います。収入未済歳入額1,１７６万6,８４５円は，保険料等の未納分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は１億２９７万8,１７１円で，主に保険給付費及び予備費等でご

ざいます。なお，款項別明細が３２ページから３７ページに，事項別明細書が３４８ページから

３８１ページに，実質収支に関する調書が３８２ページに記載されておりますので，ご覧いただ

きたいと存じます。 

 ３８ページ右側をお開き願います。次に，議案第６５号平成２９年度常陸太田市下水道事業特

別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。 

 ３９ページをお開き願います。歳入決算額は１２億2,９８７万5,９２３円で，予算額に対しま

す収入率は９9.４％でございます。また，歳出決算額は１１億9,１４８万4,８６９円で，予算額

に対します執行率は９6.３％でございます。歳入歳出差引残額は3,８３９万1,０５４円，内訳を

申し上げますと，3,１４４万3,０５４円が翌年度への繰越額，６９４万8,０００円が繰越明許費

の一部一般財源分でございます。 

 説明欄をごらんください。歳入でございますが，歳入予算額は１２億3,７２５万6,０００円。

調定額は１２億3,８４０万６２０円で，予算額に対します調定率は１０0.１％でございます。不

納欠損額２０万３３７円は「地方自治法」の規定に基づき，該当する分担金及び負担金並びに使

用料を欠損処分したものでございます。収入未済歳入額８３２万4,３６０円は，分担金及び負担

金並びに使用料の未納分でございます。 

 歳出でございますが，繰越明許費2,２１４万8,０００円は下水道事業費の繰越事業３件分でご
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ざいます。不用額は2,３６２万3,１３１円で，主に事業費及び予備費等でございます。 

 なお，款項別明細が４０ページから４３ページに，事項別明細書が３８４ページから３９７ペ

ージに，実質収支に関する調書が３９８ページに記載されておりますので，ご覧いただきたいと

存じます。 

 ４４ページ右側をお開き願います。次に，議案第６６号平成２９年度常陸太田市農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。 

 ４５ページをお開き願います。歳入決算額は３億3,８２７万2,０１６円で，予算額に対します

収入率は１０1.４％でございます。また，歳出決算額は３億2,７１８万1,５２０円で，予算額に

対します執行率は９8.１％でございます。歳入歳出差引残額，1,１０９万４９６円は翌年度への

繰越額でございます。 

 説明欄をごらんください。歳入でございますが，歳入予算額は３億3,３５３万8,０００円，調

定額は３億4,３４３万6,９６５円で，予算額に対します調定率は１０３％でございます。収入未

済歳入額５１６万4,９４９円は使用料及び手数料の未納分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は６３５万6,４８０円で，主に事業費及び予備費等でございます。

なお，款項別明細が４６ページから４９ページに，事項別明細書が４００ページから４０７ペー

ジに，実質収支に関する調書が４０８ページに記載されておりますので，ご覧いただきたいと存

じます。 

 ５０ページ右側をお開き願います。次に，議案第６７号平成２９年度常陸太田市戸別合併処理

浄化槽設置整備事業特別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。 

 ５１ページをお開き願います。歳入決算額は１億6,５５９万1,７２４円で，予算額に対します

収入率は９9.６％でございます。また，歳出決算額は１億5,３５４万6,７８２円で，予算額に対

します執行率は９2.４％でございます。歳入歳出差引残額1,２０４万4,９４２円は翌年度への繰

越額でございます。 

 説明欄をごらんください。歳入でございますが，歳入予算額は１億6,６２０万円，調定額は１

億6,６４３万1,２０１円で，予算額に対します調定率は１０0.１％でございます。収入未済歳入

額８３万9,４７７円は使用料及び手数料の未納分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は1,２６５万3,２１８円で，主に事業費及び予備費等でございま

す。なお，款項別明細が５２ページから５５ページに，事項別明細書が４１０ページから４１７

ページに，実質収支に関する調書が４１８ページに記載されておりますので，ご覧いただきたい

と存じます。 

 ５６ページ右側をお開き願います。次に，議案第６８号平成２９年度常陸太田市簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算についてご説明申し上げます。 

 ５７ページをお開き願います。歳入決算額は３億７５０万6,２７６円で，予算額に対します収

入率は１０3.５％でございます。また，歳出決算額は２億9,２６８万９９９円で，予算額に対し

ます執行率は９8.６％でございます。歳入歳出差引残額は1,４８２万5,２７７円，翌年度への繰

越額でございます。 
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 説明欄をご覧ください。歳入でございますが，歳入予算額は２億9,６９６万5,０００円，調定

額は３億1,３５２万9,９６９円で，予算額に対します調定率は１０5.６％でございます。不納欠

損額２万7,７１９円は使用料でございます。収入未済歳入額５９９万5,９７４円は使用料及び手

数料の未納分でございます。 

 歳出でございますが，不用額は４２８万4,００１円で，主に事業費及び予備費等でございます。

なお，款項別明細が５８ページから６１ページに，事項別明細書が４２０ページから４２９ペー

ジに，実質収支に関する調書が４３０ページに記載されておりますので，ご覧いただきたいと存

じます。 

 なお，「地方自治法」第２３３条第５項の規定により提出が求められております各会計の主要

な施策の成果を説明する書類につきましては，別冊平成２９年度決算に係る主要な施策の成果報

告書をご覧いただきたいと存じます。 

 以上で議案第６１号から議案第６８号の，平成２９年度常陸太田市一般会計並びに特別会計の

歳入歳出決算につきましての説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○成井小太郎議長 上下水道部長。 

〔江尻伸彦上下水道部長 登壇〕 

○江尻伸彦上下水道部長 議案第６９号及び議案第７０号について，提案者にかわりましてご説

明申し上げます。 

 別冊の公営企業会計決算書をお開き願います。平成２９年度常陸太田市水道事業会計剰余金の

処分及び決算の認定並びに常陸太田市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について，

「地方公営企業法」第３２条第２項の規定に基づき，平成２９年度常陸太田市水道事業会計決算

及び常陸太田市工業用水道事業会計決算に伴う剰余金を剰余金処分計算書（案）のとおり処分し，

あわせて同法第３０条第４項の規定に基づき，平成２９年度常陸太田市水道事業会計並びに常陸

太田市工業用水道事業会計決算を別紙監査委員の意見を付けて，議会の認定に付する。平成３０

年９月３日提出，市長名でございます。 

 １ページをお開き願います。平成２９年度常陸太田市水道事業決算報告書の収益的収入及び支

出の収入でございます。 

 第１款水道事業収益の予算額は１２億7,８１６万9,０００円でございます。決算額は１２億7,

３０９万6,１０２円となりました。予算額に対する収入率は９9.６％となっております。 

 ２ページをお開き願います。支出でございますが，第１款水道事業費用の予算額合計は１２億

7,１６１万7,０００円でございます。決算額は１１億9,０１１万1,５６２円でございます。予算

額に対する執行率は９3.６％となっております。 

 次に３ページをご覧ください。資本的収入及び支出の収入でございます。 

 第１款資本的収入の予算額は１億1,９４１万3,０００円でございます。決算額は9,８０１万1,

４４５円でございます。予算額に対する収入率は８2.１％となっております。 

 ４ページをお開き願います。支出でございます。資本的支出の予算額は６億９８９万2,０００

円でございます。決算額は５億6,８８５万1,３４４円となりました。予算額に対する執行率は９
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3.３％となっております。 

 なお，欄外に記してございますが，資本的収入額が資本的支出額に不足する額４億7,０８３万

9,８９９円は，過年度分損益勘定留保資金４億5,４３５万9,１９９円，当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額1,６４８万７００円で補填をしております。 

 次に５ページをご覧ください。平成２９年度常陸太田市水道事業損益計算書でございます。 

 初めに１の営業収益でございますが，（１）の給水収益と（２）のその他の営業収益を合わせ

まして９億9,７９６万9,７３４円でございます。 

 ２の営業費用は，（１）原水及び上水費から（５）資産減耗費まで合わせて１０億７４万5,３

１９円で，営業損失は右端の額２７７万5,５８５円となっております。 

 ３の営業外収益でございますが，（１）の受取利息及び配当金から（４）の雑収益まで合計１

億9,１８８万5,０４９円でございます。 

 ４の営業外費用につきましては，（１）の支払利息及び企業債取扱い諸費（２）の雑支出で合

計１億2,３１７万2,１７１円でございます。営業外利益は右端の額6,８７１万2,８７８円となっ

ております。営業利益と営業外利益の合計，経常利益は6,５９３万7,２９３円となりました。 

 ６ページをお開き願います。５の特別損失でございますが，車両廃車による固定資産売却損３

万9,１０３円がございますので，当年度の純利益は6,５８９万8,１９０円でございます。前年度

繰越利益剰余金は3,０６６万6,３３３円ございますので，当年度の未処分利益剰余金は9,６５６

万4,５２０円となります。 

 ７ページの剰余金計算書につきましては説明を省略させていただきます。 

 ８ページをお開き願います。平成２９年度常陸太田市水道事業会計剰余金処分計算書（案）に

ついてご説明申し上げます。右端の列，未処分利益剰余金についてでございますが，先ほど損益

計算書でご説明させていただきました，当年度末残高9,６５６万4,５２０円から6,５８９万8,１

９０円を減債積立金に積み立て，処分後の残高を3,０６６万6,３３０円とするものでございます。 

 ９ページをごらんください。貸借対照表でございます。資産の部でございますが，９ページの

１の固定資産から１０ページの２の流動資産まで，１０ページをご覧ください。合わせた資産合

計は１０ページの右端の列，上から３行目になりますが，１３８億2,４２８万9,１８９円でござ

います。 

 次に負債の部でございますが，３の固定負債，４の流動負債，５の繰延利益まで負債合計は１

１ページの右端の列，下から２行目７９億4,８４５万9,０１２円でございます。 

 次に資本の部でございますが，６の資本金，７の剰余金まで資本合計は，１２ページをお開き

願います。右端の上から２行目の５８億7,５８３万１７７円でございます。負債と資本を合わせ

た合計は１３８億2,４２８万9,１８９円でございます。 

 １７ページから決算附属書類がございますので，後ほどご覧いただきたいと存じます。 

 続きまして，議案第７０号平成２９年度常陸太田市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算

についてご説明申し上げます。恐れ入りますが，４３ページをお開き願います。平成２９年度常

陸太田市工業用水道事業決算報告書の収益的収入及び支出の収入でございます。 
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 第１款工業用水道事業収益の予算額は9,８７１万2,０００円，決算額は9,７３５万8,３１５円

でございます。予算額に対し９8.６％の収入率となっております。 

 次に，４４ページをお開き願います。支出でございます。第１款工業用水道事業費用の予算は

9,４７５万1,０００円，決算額は8,４９２万1,２７７円でございます。予算額に対する執行率は

８9.６％となっております。 

 ４５ページをご覧いただきたいと思います。資本的収入及び支出の収入でございます。第１款

資本的収入の予算額は5,３４０万円でございます。第２款決算額は4,９７０万円で，予算額に対

して９3.１％の収入率となってございます。 

 ４６ページをお開き願います。支出でございます。第１款資本的支出の予算額6,４３４万6,０

００円に対しまして，決算額は6,０５６万5,７７６円でございます。予算額に対し９4.１％の執

行率となってございます。なお，欄外に記してございますが，資本的収入額が資本的支出額に不

足する額1,０８６万5,７７６円は，過年度分損益勘定留保資金４６３万5,１２２円，当年度分消

費税及び地方消費税資本的支出調整額１６８万8,０００円，及び当年度分損益勘定留保資金４５

４万2,６５４円で補填をいたしました。 

 ４７ページをご覧ください。平成２９年度常陸太田市工業用水道事業損益計算書でございます。 

 １の営業収益は，6,０５５万8,５１０円でございます。 

 ２の営業費用は，（１）原水及び上水費から（５）資産減耗費まで，合わせて8,１５２万8,６

４９円で，営業損失は右端の額2,０９７万１３９円となっております。 

 ３の営業外収益は，（１）の受取利息及び配当金から（４）の雑収益まで，合計2,９８２万6,

３１６円でございます。 

 ４の営業外費用でございますが，（１）の支払い利息及び企業債取扱い諸費（２）の雑支出で

合計１０万7,１３９円でございますので，営業外利益は右端の額2,９７１万9,１７７円となって

おります。営業損失と営業外利益の合計，経常利益は右端の額８７４万9,０３８円となりました。

特別損益がございませんので，当年度の純利益も同額の８７４万9,０３８円でございます。 

 なお，前年度繰越利益剰余金は３２０万2,８８３円でございますので，４８ページをお開き願

います。当年度未処分利益剰余金は1,１９５万1,９２１円でございます。 

 ４９ページの剰余金計算書につきましては説明を省略させていただきます。 

 次に５０ページをお開き願います。平成２９年度常陸太田市工業用水道事業剰余金処分計算書

（案）についてご説明申し上げます。右端の列，未処分利益剰余金についてでございますが，当

年度末残高1,１９５万1,９２１円から平成２９年度常陸太田市工業用水の長期前受金戻入相当額

の６９７万5,１６１円を資本金に組み入れ，１２３万3,１４９円を減債基金に積み立て，処分後

の残高を３７４万3,６１１円とするものでございます。これによりまして，左端の列，資本金に

つきましては，最下段でございますが，処分後の残高を４億2,７５３万3,４９８円とするもので

ございます。 

 ５１ページをご覧いただきたいと思います。貸借対照表でございます。資産の部ですが，１の

固定資産，２の流動資産合計で，右端の一番下の行８億7,２６２万8,８９０円でございます。 
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 ５２ページをお開き願います。負債の部でございますが，３固定負債，４流動負債，５繰延収

益合計額は５３ページをご覧ください。２行目ですけれども，４億3,４５９万1,７９７円でござ

います。 

 資本の部については，６資本金，７剰余金の合計，下から２行目になりますが，４億3,８０３

万7,０９３円。負債資本の合計は，一番下の行８億7,２６２万8,８９０円でございます。 

 ５９ページ以降に，その他の決算附属書類がございますので，後ほどご覧いただきたいと思い

ます。 

 以上で，議案第６９号平成２９年度常陸太田市水道事業会計剰余金の処分及び決算，並びに議

案第７０号平成２９年度常陸太田市工業用水道事業会計剰余金の処分及び決算につきまして，説

明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○成井小太郎議長 説明は終わりました。 

 この際，監査委員より決算審査の結果について報告を求めます。江幡監査委員。 

〔江幡治監査委員 登壇〕 

○江幡治監査委員 平成２９年度の決算審査の経過と結果についてご報告をいたします。 

 最初に，一般会計及び特別会計決算並びに基金の運用状況について申し上げます。この決算審

査は，「地方自治法」第２３３条第２項及び第２４１条第５項の規定に基づき実施をいたしまし

た。審査対象としました決算及び書類は，お手元の審査意見書の１ページに，（１）から（３）

の３項目に分けて記載をいたしております。 

 第１点は，一般会計のほか国民健康保険特別会計，後期高齢者医療特別会計，介護保険特別会

計，下水道事業特別会計，農業集落排水事業特別会計，戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会

計，簡易水道事業特別会計，以上８会計の歳入歳出決算でございます。 

 第２点は，政令で定める書類でありまして，一般会計及び各特別会計それぞれの歳入歳出決算

事項別明細書，実質収支に関する調書並びに財産に関する調書でございます。 

 第３点は，奨学基金，肉用牛特別導入事業基金及び印紙等購入基金について，その運用状況を

審査するための基金運用状況調書でございます。 

 決算の審査に当たりましては，一般会計及び各特別会計歳入歳出決算書並びに政令で定める書

類等につきまして，関係諸帳簿，証書類を照査し，定期監査及び例月現金出納検査等の結果を参

考にしながら決算の計数の正確性あるいは収入支出の合計の確認を行い，あわせて関係課職員か

らの聴取や説明を受け，審査を行いました。また，基金の運用状況につきましては，基金運用状

況調書，関係諸帳簿により，決算書及び政令で定められた書類の審査に準じて審査を行いました。 

 審査に付されました各会計の歳入歳出決算書，政令で定める書類及び基金の運用状況を示す書

類は，いずれも関係法令に準拠して作成されており，計数は，関係諸帳簿，証書類を照査した結

果，それぞれ符合しており正確であることを認めました。また，予算の執行状況につきましても

適正なものであることを認めました。 

 続きまして，水道事業会計及び工業用水道事業会計の決算審査の経過と結果についてご報告を

いたします。 
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 この審査は「地方公営企業法」第３０条第２項の規定に基づき実施をいたしました。 

 審査の対象としました書類は，決算書として決算報告書，財務諸表として損益計算書，剰余金

計算書，剰余金処分計算書及び貸借対照表でございます。さらに決算附属書類として，事業報告

書，キャッシュフロー計算書，収益費用明細書，固定資産明細書及び企業債明細書でございます。

これらの書類が「地方公営企業法」その他の関係法令に準拠して適正に表示されているかどうか，

企業の経営成績及び財政状態が適正に表示されているかどうかについて審査をいたしました。 

 その結果，審査に付されました決算報告書，財務諸表，その他の書類は，地方公営企業関係法

令に準拠して作成され，かつ計数は正確で，各企業経営成績及び財政状況が適正に表示されてい

ることを認めた次第でございます。 

 以上，一般会計，各特別会計，水道事業会計及び工業用水道事業会計の決算審査の概要につい

て申し上げました。 

 詳細につきましては，それぞれ審査意見書をご覧いただきたいと思います。 

 簡単ではございますが，これで決算審査報告を終わらせていただきます。 

○成井小太郎議長 報告は終わりました。 

            ─────────────────── 

 日程第５ 議案第７１号ないし議案第７７号 

○成井小太郎議長 次，日程第５，議案第７１号平成３０年度常陸太田市一般会計補正予算（第

４号）について，議案第７２号平成３０年度常陸太田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について，議案第７３号平成３０年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）に

ついて，議案第７４号平成３０年度常陸太田市介護保険特別会計補正予算（第１号）について，

議案第７５号平成３０年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について，

議案第７６号平成３０年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計補正予算（第１

号）について，議案第７７号平成３０年度常陸太田市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

について，以上７件を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。副市長。 

〔宮田達夫副市長 登壇〕 

○宮田達夫副市長 提案者にかわりまして，ご説明申し上げます。補正予算関係議案の７件でご

ざいます。 

 恐れ入りますが，別冊横長の平成３０年第４回常陸太田市議会定例会補正予算書をご覧願いま

す。 

 １枚おめくり願います。議案第７１号は，平成３０年度常陸太田市一般会計補正予算（第４号）

でございます。 

 １ページをお開き願います。第１条で，歳入歳出予算の総額にそれぞれ５億2,３３４万円を追

加し，総額を２４３億7,９９３万円とするものでございます。第２条で債務負担行為の補正を行

っております。 

 主な補正内容につきましては，事項別明細書によりご説明いたします。恐れ入りますが，８ペ
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ージをお開き願います。歳入でございます。 

 ２段目の１０款地方交付税の補正につきましては，普通交付税の確定によるものでございます。 

 ３段目の１３款１項８目教育使用料及び９ページ下段２０款諸収入の右側説明の欄，西山研修

所に係る減額につきましては，直営で行っておりました西山研修所の運営を指定管理に移行する

ための減額でございます。 

 恐れ入りますが，８ページ５段目にお戻り願います。１４款２項１目総務費国庫補助金の補正

につきましては，歳出予算において補正をいたします地方創生推進交付金事業の財源といたしま

して４２０万円を追加するものでございます。 

 最下段の１５款２項４目農林水産業費県補助金及び５目商工費県補助金の補正につきましては，

いずれも歳出予算の財源として追加するものでございます。 

 ９ページをご覧願います。上段の１８款１項特別会計繰入金の補正につきましては，１目２目

とも平成２９年度決算額の確定により，一般会計への精算金を補正するものでございます。 

 中段の１８款２項基金繰入金の補正につきましては，今回の補正の財源調整といたしまして財

政調整基金繰入金を１億7,５２４万6,０００円減額するものでございます。 

 下段の２０款４項３目雑入のうち，右側説明の欄２行目の国体関連事業費助成金の補正につき

ましては，茨城県市長会からの助成金といたしまして５００万円を追加するものでございます。 

 １０ページをお開き願います。歳出でございます。 

 今回の補正は各費目にわたり職員の定期人事異動に係る人件費の増減がございますが，これら

につきましては説明を割愛させていただき，主な事項について説明をさせていただきます。 

 中段の２款１項３目財政管理費の補正につきましては，「地方財政法」に基づく歳計剰余金の

積み立てといたしまして，実質収支の２分の１，３億１４５万8,０００円を財政調整基金へ積み

立てるものでございます。 

 １２ページをお開き願います。下段の３款１項２目老人福祉費の補正につきましては，市から

シルバー人材センターへの派遣職員が１名減となったことに伴い，代替職員を雇用するため補助

金として１８０万円を追加するものでございます。 

 １３ページをご覧願います。款項の記載はございませんが，３款１項社会福祉費でございます。

７目介護保険費のうち，１９節負担金補助及び交付金の補正につきましては，老人介護施設等へ

の安全確保のためスプリンクラー設置費に対する補助の要求がありましたことから，９２万6,０

００円を追加するものでございます。 

 下段の同款２項１目児童福祉総務費のうち，１３節委託料の補正につきましては，国の地方創

生推進交付金を活用して整備した山吹運動公園の親水広場休憩所「じょうづるはうす」を指定管

理にて運営するため，６３５万円を追加するものでございます。 

 １４ページをお開き願います。上段は款項目の記載はございませんが，３款２項２目保育所費

でございます。１５節工事請負費の補正につきましては，来年４月より，すいふ認定こども園と

して使用するため，校舎の改修を進めております、旧山田小学校において校舎とは別に外構工事

の設計が今回完了したため，補正するものでございます。園児の安全を確保するためのフェンス
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を設置する工事費等としまして2,２５８万３，０００円を追加するものでございます。 

 １６ページをお開き願います。上段は款項の記載はございませんが，５款１項農業費でござい

ます。３目農業振興費の１９節負担金補助及び交付金の補正のうち，右側説明の欄４行目の鳥獣

被害防止総合対策整備事業費並びに６行目の有害鳥獣等被害防止対策事業費の補正につきまして

は，県補助事業の内示や出荷制限の継続に伴うもので，いずれもイノシシの被害対策のための補

助として，合わせまして1,４１５万4,０００円を追加するものでございます。 

 同款同項５目農地費の１９節負担金補助及び交付金の補正につきましては，県補助金を活用し

里川堰土地改良区及び辰ノ口土地改良区が行う，かんがい排水工事に対する補助として1,４１２

万5,０００円を追加するものでございます。 

 １７ページをご覧願います。上段は款項の記載はございませんが，６款１項商工費でございま

す。２目商工振興費の１３節委託料のうち，右側説明の欄１行目の企業紹介用パンフレット作成

委託料の補正につきましては，ＵＩＪターン者や市内新卒者等向けに市内企業を紹介するパンフ

レットについて，当初１年度当たり１０社程度を掲載し，複数年作成する計画であったものを，

単年度で希望する企業全てを掲載するよう変更したため，２０９万4,０００円を追加するもので

ございます。 

 同じく右側，説明の欄３行目のふるさと企業創業支援業務委託料の補正につきましては，国の

地方創生推進交付金を活用する本市の提案する事業が，８月３日に採択を受けたことに伴う補正

でございます。企業創業を目指す方を対象とした本市の支援施策を紹介するガイドブック等の作

成費としまして２０５万1,０００円を追加するものでございます。 

 ４目観光費の補正につきましては，県の県北地域活力創造プロジェクト事業において，本市の

提案事業が８月２２日に県の選定を受けたことに伴う補正でございます。台湾から茨城空港への

チャーター便の定期便化を受け，本県へ流入する台湾からの観光客の受け入れ体制を整備すると

ともに，海外メディア等との連携により誘客を図ることを目的に1,９３９万4,０００円を追加す

るものでございます。 

 １８ページをお開き願います。上段の７款４項都市計画費の補正のうち１５節工事請負費の補

正につきましては，開発を進めております東部地区土地区画整理事業において，当初予定よりも

早期に事業に対する合意形成が得られる見通しがつきましたことから，平成３１年度に着工を想

定していた造成工事の準備工事を前倒して行うため1,４２１万3,０００円を追加するものでござ

います。 

１９ページをご覧願います。上段は款項の記載はございませんが，８款１項消防費でございます。

５目災害対策費の補正につきましては，災害被災者の支援を迅速・的確に行うため，県と市町村

が共同で整備する被災者生活再建支援システムの本市負担分等といたしまして，１３節委託料と

１９節負担金補助及び交付金を合わせまして２５０万9,０００円を追加するものでございます。 

 ２０ページをお開き願います。９款５項８目社会教育施設費４３９万9,０００円の減額でござ

いますが，西山研修所の指定管理による運営への移行による１３節委託料1,７００万円の追加分

と，これまで直営で運営するため手当てしておりました各費用の減額分を相殺し，総額で減とな
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るものでございます。 

 ２１ページをご覧願います。９款６項４目体育施設費の補正のうち，１５節工事請負費の補正

につきましては，来年度の国体開催に向け山吹運動公園駐車場等の整備を行うため１億1,９８６

万4,０００円を追加するものでございます。当初から改修計画がありました駐車場のアスファル

ト舗装及び排水設備につきましては，周辺道路とのすりつけや排水路の水位との関係で精度の高

い設計を組むために時間を要し，今回設計が完了したため補正により工事を発注するものでござ

います。さらに追加として，野球場に新たに障害者席を設置し，全国障害者スポーツ大会いきい

き茨城ゆめ大会に向けて，障害者への配慮を進めてまいります。 

 恐れ入りますが，５ページにお戻り願います。第２表は債務負担行為補正でございます。１の

追加でございますが，１段目の子育て支援施設及び３段目の西山研修所の指定管理業務につきま

しては，それぞれの期間及び限度額の範囲において債務の負担を行うものでございます。 

 ２段目の認定こども園通園バス運転業務につきましては，昨年度は１２月補正で追加したとこ

ろでございますが，事業者が安価に請け負うためには運輸局から特定旅客自動車運送事業の許可

を取得する必要がございます。申請から許可取得まで数カ月を要しますことから，４月からの業

務開始に当たり許可を取得できるよう，今回繰り上げて債務の負担を行うものでございます。 

 議案第７１号は以上でございます。 

 続きまして，議案第７２号は，平成３０年度常陸太田市国民健康保険特別会計補正予算（第１

号）でございます。 

 １ページをお開き願います。第１条で歳入歳出予算総額にそれぞれ３億1,２７３万6,０００円

を追加し，総額を５７億5,８００万5,０００円とするものでございます。主な補正内容につきま

しては，事項別明細書によりご説明いたします。 

 恐れ入りますが，６ページをお開き願います。歳入でございます。 

 ５款県支出金につきましては，歳出予算において補正をいたします一般管理費のうち委託料の

財源として追加するものでございます。 

 ７款１項１目一般会計繰入金につきましては，職員の定期人事異動等に伴う減額補正でござい

ます。 

 同款２項１目支払準備基金繰入金につきましては，歳入歳出の予算調整による減額でございま

す。 

 最下段の８款繰越金につきましては，平成２９年度決算による繰越金の確定に伴う補正でござ

います。 

 ７ページをごらん願います。歳出でございます。 

 １款１項１目一般管理費の補正のうち，１３節委託料につきましては，これまで市町村単位で

運営を担ってきた国民健康保険制度が県単位化となったことに伴うシステム改修費用として１５

万6,０００円を追加するものでございます。 

 その他の一般管理費及び同款２項１目徴税総務費につきましては，職員の定期人事異動等に伴

う補正でございます。 



 ４８ 

 最下段の６款基金積立金につきましては，平成２９年度決算繰越に伴いまして２億4,６５５万

5,０００円を支払準備基金へ積み立てるものでございます。 

 ８ページをお開き願います。７款諸支出金につきましては，概算で交付されました療養給付費

を，平成２９年度の事業実績に伴い返還するものでございます。 

 議案第７２号は以上でございます。 

 続きまして，議案第７３号は平成３０年度常陸太田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）でございます。 

 １ページをお開き願います。第１条で歳入歳出予算の総額からそれぞれ３４４万9,０００円を

減額し，総額を７億２３０万2,０００円とするものでございます。詳細につきましては，事項別

明細書によりご説明いたします。恐れ入りますが，６ページをお開き願います。歳入でございま

す。 

 ３款繰入金につきましては，職員の異動による職員給与費の繰入金の減額でございます。 

 ４款繰越金につきましては，平成２９年度決算に伴うものでございます。 

 ７ページをご覧願います。歳出でございます。 

 １款の総務費につきましては，職員の異動による職員給与費等の減額でございます。 

 ３款諸支出金につきましては，平成２９年度の事務費繰入金精算に伴う一般会計繰出金の確定

によるものでございます。 

 ４款予備費につきましては，歳入歳出予算の予算調整に伴う補正でございます。 

 議案第７３号は以上でございます。 

 続きまして，議案第７４号平成３０年度常陸太田市介護保険特別会計補正予算（第１号）でご

ざいます。 

 １ページをお開き願います。第１条で歳入歳出予算の総額に，それぞれ2,６８３万1,０００円

を追加し，総額を６０億4,１４５万7,０００円とするものでございます。主な補正内容につきま

しては，事項別明細書によりご説明いたします。恐れ入りますが，６ページをお開き願います。

歳入でございます。 

 上段の３款国庫支出金及び２段目の５款県支出金につきましては，平成２９年度の実績に伴う

介護給付費負担金の確定による補正でございます。 

 ３段目の７款１項一般会計繰入金の補正でございますが，歳出予算の減に伴い５０７万1,００

０を減額するものでございます。 

 ４段目の同款２項基金繰入金の補正につきましては，歳入歳出の予算調整による増額でござい

ます。 

 最下段の８款繰越金につきましては，平成２９年度決算による繰越金確定に伴う補正でござい

ます。 

 ７ページをごらん願います。歳出でございます。 

 上段の１款１項総務管理費及び中段の同款３項介護認定審査会費の補正につきましては，職員

の異動等に伴うものでございます。 



 ４９ 

 最下段の８款１項償還金及び還付加算金の補正につきましては，平成２９年度決算に伴う国県

支出金，支払基金交付金について精算するものでございます。 

 ８ページをお開き願います。同款２項繰出金につきましては，平成２９年度決算に伴う一般会

計繰出金について精算するものでございます。 

 議案第７４号は以上でございます。 

 続きまして，議案第７５号平成３０年度常陸太田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１

号）でございます。 

 １ページをお開き願います。第１条で歳入歳出予算の総額にそれぞれ８７万円を追加し，総額

を３億5,２８５万6,０００円とするものでございます。主な補正内容につきましては，事項別明

細書によりご説明いたします。恐れ入りますが，６ページをお開き願います。歳入でございます。 

 ５款繰入金の補正でございますが，今回の歳出予算の増額により８７万円を追加するものでご

ざいます。 

 ７ページをご覧願います。歳出でございます。１款農業集落排水事業費の補正につきましては，

職員の定期人事異動に伴うもので，合わせまして８７万円を増額するものでございます。 

 議案第７５号は以上でございます。 

 続きまして，議案第７６号平成３０年度常陸太田市戸別合併処理浄化槽設置整備事業特別会計

補正予算（第１号）でございます。 

 １ページをお開き願います。第１条で歳入歳出予算の総額からそれぞれ１１万円を減額し，総

額を２億2,７２３万8,０００円とするものでございます。主な補正内容につきましては，事項別

明細書によりご説明いたします。恐れ入りますが，６ページをお開き願います。歳入でございま

す。 

 ４款繰入金の補正でございますが，今回の歳出予算の減額により１１万円を減ずるものでござ

います。 

 ７ページをご覧願います。歳出でございます。１款戸別合併処理浄化槽設置整備事業費の補正

につきましては，職員の定期人事異動に伴うもので，合わせまして１１万円を減額するものでご

ざいます。 

 議案第７６号は以上でございます。 

 続きまして，議案第７７号平成３０年度常陸太田市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

でございます。 

 １ページをお開き願います。第１条で歳入歳出予算の総額にそれぞれ６０９万円を追加し，総

額を３億3,５３０万円とするものでございます。詳細につきましては，事項別明細書によりご説

明いたします。恐れ入りますが，６ページをお開き願います。歳入でございます。 

 ３款繰入金の補正でございますが，歳出予算の増額に伴い６０９万円を増額するものでござい

ます。 

 ７ページをご覧願います。歳出でございます。１款事業費の補正につきましては，「地方公営

企業法」適用へ移管するための組織再編に伴う人件費１名分について増額補正するものでござい



 ５０ 

ます。 

 本定例会における，補正予算に係る説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 

○成井小太郎議長 説明は終わりました。 

            ─────────────────── 

○成井小太郎議長 以上で本日の議事は議了いたしました。 

 次回は，９月５日，定刻より本会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午後０時０６分散会 

 


